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１ 件名 

  栄町介護認定調査支援システム賃貸借 

 

２ 目的 

  本業務は、年々増加する介護保険法に基づく要介護認定及び要支援認定に係る調査業

務において、介護認定調査支援システムを導入することにより、認定調査票作成事務等

の効率化を図り、円滑な要介護認定事務に資することを目的とする。 

 

３ 契約期間 

（１）介護認定調査支援システム構築・初期導入業務 

   契約締結日の翌日から令和８年１２月３１日まで 

（２）介護認定調査支援システム保守運用・機器賃貸借業務 

   令和９年１月１日から令和１３年１２月３１日まで 

 

４ 納入場所 

  千葉県印旛郡栄町安食台１丁目２番  栄町役場健康介護課  

 

５ 調達の範囲 

（１）認定調査支援システム 

   栄町が行う認定調査票作成及び管理全般を支援する認定調査支援システム（以下

「本システム」という。）を提供すること。 

（２）ソフトウェア：本業務に必要なその他のソフトウェアを提供すること。 

（３）ハードウェア：本業務に必要なハードウェアを提供すること。 

（４）セキュリティ：本業務に必要なセキュリティ対策を行うこと。 

（５）構築・運用・保守：構築・運用・保守に係る役務等を提供すること。 

 

６ 仕様 

  本業務におけるシステムの提供形態は、クラウド、オンプレミス、スタンドアロン等、

いずれの運用形態でも提案可能とする。 

  本項に記載してある仕様以外に、認定調査票作成事務等の効率化を図るための有益な

提案があれば、積極的に行うこと。 

（１）機器（機種の指定はないものとする。） 

  ①タブレット型パソコン（以下「タブレット端末」という。） ４台 

  ②ノート型パソコン（以下「管理端末」という。） １台 

（２）共通機能要件 

  ①外部システム連携及びデータ互換性 

   ・厚生労働省の定める最新のデータレイアウトに準拠していること。 

   ・CSV形式による認定申請情報を取り込み、本システム内へ反映できること。 

   ・本システム上で入力した調査結果を、認定ソフトへ取り込み可能な形式で出力で



きること。 

   ・調査員が入力した特記事項は PDF形式等での出力に対応していること。 

   ・出力されたファイルは「DocuWorks」への取込が可能であり、電子文書としての

管理・編集に支障がない構成であること。 

   ・提案内容により外部ネットワークとの接続が必要となる場合以外は、インター 

    ネット等の外部ネットワークと接続しないこと。 

  ②セキュリティ  

   ・外部ネットワークとの接続を提案する場合には、次の要件を満たすこと。 

ａ．国際規格 ISO/IEC27001 の評価基準である「情報セキュリティマネジメン

トシステム（ISMS）適合性評価制度」認証を取得していること又は政府情報

システムのためのセキュリティ評価制度である「ISMAP」に登録がされてい

ること。 

ｂ．IPA 及び CRYPTREC が公表する最新の「TLS 暗号設定ガイドライン」の推奨

セキュリティ型以上を基本とし、通信経路を暗号化すること。併せて、多要

素認証、アクセス制御、端末認証、ログ管理、保存データの暗号化、惰弱性

対応及び情報セキュリティ事故対応等の対策を講じること。 

（３）管理端末機能要件 

  ①申請者管理機能 

   ・上位の要介護認定支援システムから申請者の基本情報データを取り込み、申請者

の基本情報を画面上に表示できること。 

   ・申請日、被保険者番号、氏名、生年月日により、申請者を絞り込み、検索できる

こと。 

  ②スケジュール管理 

   ・訪問調査予定日時を申請者ごとに登録又は修正できること。 

   ・訪問調査当日及び前日において、スケジュールを一覧画面で分かりやすく表示で

きること。 

   ・同一担当者の訪問調査予定日時が他の予定と重複するように入力された場合は、

エラー表示し、入力できないようにすること。 

  ③ステータス管理 

   ・訪問調査の進捗状況に応じて、「未割当」、「仮割当」、「調査待ち・差戻中」、「調

査済・未確認」、「承認済」等を表示できること。 

   ・ステータスごとの件数を表示できること。 

  ④調査員割当及び調査員管理 

   ・申請者に対して調査員を割り当てる機能を有し、一人の調査員を複数の申請者に

一括で割当できること。 

   ・割当の際、訪問調査に当たって必要となる申請者の情報をコメントとして付記で

きること。 



   ・調査員への割当が完了したデータは出力でき、出力したデータはタブレット端末

で取り込めること。 

   ・調査員の月間予定状況をカレンダー形式等で確認でき、調査員の月間調査件数を

表示できること。 

  ⑤調査結果確認及び差戻し 

   ・タブレット端末から出力された調査結果データを取り込むことができ、調査結果

が承認されない場合は調査員に差し戻す機能を有すること。 

   ・特記事項を含む調査結果について、管理端末上で修正できること。 

  ⑥最終調査結果出力及び払出履歴管理 

   ・承認された調査結果について、上位の要介護認定支援システム側で取り込むため

のデータを払い出しすることができ、払出履歴一覧データとして管理できること。 

   ・払出履歴一覧データの管理期間（日数）は、システム管理者がメンテナンス画面

より設定できること。 

  ⑦アクセス制限 

   ・管理端末へのアクセスには、パスワードを必要とすること。 

（４）タブレット端末機能要件 

  ①申請者管理機能 

   ・管理端末から申請者の基本情報データを取り込み、申請者の基本情報を画面上に

表示できること。 

   ・個人を特定する情報（氏名、住所、電話番号）をマスキングしたい場合は、シス

テム管理者がメンテナンス画面より設定できること。 

  ②スケジュール管理 

   ・訪問調査予定日時を申請者ごとに登録又は修正できること。 

   ・管理端末で訪問調査予定日時を登録した場合は、登録された訪問調査予定日時を

確認でき、登録又は修正できること。 

   ・訪問調査予定日時が他の予定と重複するように入力された場合は、エラー表示し、

入力できないようにすること。 

   ・訪問調査当日及び前日において、スケジュールを一覧画面で分かりやすく表示で

きること。 

  ③申請者ステータス管理 

   ・訪問調査の入力状況に応じて、「未入力」、「差戻し」、「保留中」、「入力済」等を

表示できること。 

   ・ステータスごとの件数を表示できること。 

   ・管理端末で申請者に係る情報についてコメントを設定した場合は、設定されたコ

メントを確認できること。 

   ・上位の要介護認定支援システム又は訪問調査管理システムから取り込んだ申請者

の基本情報データ以外に、一から新規調査を作成できること。 

  ④調査入力・編集及び調査状況確認 

   ・要介護認定等に係る介護認定審査会による審査及び判定の基準等に関する省令



（平成１１年厚生省令第５８号）に定める認定調査票の項目を全て網羅している

こと。 

   ・複数選択を許容する項目は複数選択ができ、複数選択が許容されない項目は複数

選択ができないこと。 

   ・調査項目に対して特記事項を入力できること。 

   ・調査項目に対して「入力済」「未入力」「保留」等を表示できること。 

   ・「保留」等の項目を一覧表示することができ、選択すると該当箇所にジャンプで

きること。 

   ・各群に対して、正常状態を一括入力できること。 

  ⑤前回調査結果確認機能 

   ・特記事項を含む前回調査結果を表示する機能を有し、前回調査結果との差異を表

示できること。（前回調査結果データを保持している場合に限る。） 

   ・前回調査結果の表示の有無をシステム管理者がメンテナンス画面より設定できる

こと。 

  ⑥特記事項及び定型文機能 

   ・特記事項入力枠の入力制限文字数を表示でき、入力制限文字数をシステム管理者

がメンテナンス画面より設定できること。 

   ・特記事項入力枠の入力制限文字数を超えた場合は、超えた分を自動で次の枠に移

動できること。 

   ・定型文の選択機能を有し、特記事項の入力を支援できること。 

   ・表示する定型文は、入力中の項目と選んだ選択肢から自動で表示されること。 

   ・特記事項を一覧表示した際に、入力項目と選んだ選択肢が分かるように表示する

こと。 

   ・定型文を用いて入力した文章に対して、追記、編集及び削除が自由に行えること。 

   ・定型文マスタへの定型文の追加、編集及び削除は、共通定型文についてはシステ

ム管理者が、調査員独自の定型文については当該調査員が行えること。 

  ⑦警告、調査員テキスト及びサポート機能 

   ・警告コードに該当する調査項目がないか確認できること。 

   ・警告コードがあった場合は、該当の調査項目にジャンプできること。 

   ・調査員テキストに記載された選択基準を調査項目ごとに参照できること。 

   ・視力検査票等の画像を表示できること。 

  ⑧一時保存機能 

   ・調査の途中段階で一時保存でき、一時保存後はすぐに調査を再開できる状態と 

なっていること。 

  ⑨調査結果印刷機能 

   ・調査結果を介護認定審査会資料形式にて確認できること。 

   ・表示した調査結果を保存し、印刷できること。 

  ⑩手書きメモ 

   ・認定調査票の調査項目によらない手書きメモを入力できること。 



  ⑪入力結果確認及びデータ出力 

   ・入力漏れがある場合には調査完了できず、該当箇所を表示すること。 

   ・完了した調査入力結果を確認できること。 

   ・ステータスが入力済となった調査結果はデータ出力ができ、管理端末にデータを

返すことができること。 

   ・データ出力が完了したデータは提出済みデータとして管理できること。 

   ・提出済みデータの管理期間（日数）は、システム管理者がメンテナンス画面より

設定できること。 

  ⑫データ削除、個人情報参照及びアクセス制限 

   ・提出済みデータの管理期間経過後、自動的に削除される機能を有すること。 

   ・個人を特定する情報（氏名、住所、電話番号）をマスキングする機能を有し、マ

スキング有無をシステム管理者がメンテナンス画面より設定できること。 

   ・タブレット端末へのアクセスには、パスワードを必要とすること。 

   ・調査員ごとにパスワードを設定し、利用制限するとともに、ログ情報（アクセ

ス・操作等）を保存できること。 

   ・管理者権限が必要な設定変更には、管理者パスワードを必要とすること。 

（５）機密保持及び情報セキュリティの確保 

  ①受注者は、委託業務に関連して知り得た栄町の機密に関する事項及び個人情報に

関する事項については、「個人情報の保護に関する法律」等に基づいて適切に管理

し、契約期間中はもとより、契約期間後も第三者に漏洩してはならない。 

  ②受注者は、発注者の許可なく業務実施場所から個人情報等（機密情報を含む）の

情報資産を持ち出してはならない。 

  ③受注者は、情報漏洩、紛失、盗難、誤送信、不正アクセスその他の情報セキュリ

ティ事故（以下「情報セキュリティ事故等」という。）の未然防止対策を講じる

とともに、情報セキュリティ事故等の発生又はそのおそれを把握した場合は、直

ちに発注者へ報告し、発注者の指示に従い必要な対応を行うこと。 

  ④受注者は、本業務の全部又は一部を第三者に再委託する場合、事前に発注者の書

面による承認を得ること。再委託先に対しても本仕様書と同等の機密保持及び情

報セキュリティ義務を負わせること。 

  ⑤バックアップ 

   ・本システムのデータバックアップ及びシステムバックアップを適切に行うこと。 

（６）賃貸借満期間了時における機器の返還、情報の消去 

  ①機器の返還 

   ・賃貸借期間満了時における機器の返還について、設置場所からの搬出運搬も本業

務に含めるものとする。 

   ・搬出作業については、日時、機器の設置場所等の調整を栄町と事前に行うこと。 

  ②返還機器のセキュリティ対策 

   ・賃貸借期間満了時において、機器内部の記憶装置からの情報漏洩リスクを軽減す

るため、情報システム機器返却前に情報を復元困難な状態にする措置を徹底する



こと。 

   ・情報の消去については、栄町との協議で定める期限までに行い、消去が完了した

際は適切に完了したことを証明する証明書等を栄町に提出し、承認を得ること。 

  ③情報の消去に係る管理 

   ・作業内容、情報の消去に係る作業計画書及び完了証明書等について事前に栄町の

承認を得ること。 

   ・賃貸借期間中の故障対応時においても②と同様の扱いとすること。なお、この場

合の完了証明書等の提出期限については、栄町と協議の上決定するものとする。

ただし、期間終了後の情報の消去と同様の扱いができない場合は、双方協議の上、

対応について決定するものとする。 

   ・作業場所にある他の機器に影響を与えないように十分配慮すること。 

（７）構築・運用・保守 

   構築・運用・保守は、次のとおりとする。具体的な作業範囲は、栄町と協議した上

で行うこととする。なお、記載のない作業であっても本業務に必要な作業がある場合

は提案し、本業務の範囲とすること。 

  ①実施計画書作成 

   ・契約締結後１４日以内に、スケジュール、構築作業概要、プロジェクト管理方法、

プロジェクト体制・会議体、進捗管理・情報共有の方法等を記載した業務実施計

画書を提出すること。 

  ②要件定義・設計 

   ・設計、開発に必要な要件定義等の調整会議を行うこと。 

  ③システム設定 

   ・本仕様書に示す要件を満たすシステムを構築するに当たり必要となる要件定義、

設計及びシステム設定を行うこと。 

  ④導入、調整及びテスト 

   ・本システムに必要となるソフトウェア等の購入、調整、システム等のネットワー

ク設定、環境設定、初期設定、パラメータ設定等、システム稼働に必要な設定を

行い、各種テストを行うこと。 

  ⑤データ連携 

   ・既存介護保険システムとの認定調査対象者情報及び認定調査結果情報を連携する

仕組みを構築すること。 

  ⑥運用支援 

   ・機能検証、データ検証の支援を行うこと。必要に応じてシステムアップデートを

行うこと。 

  ⑦職員及び認定調査員への説明会 

   ・適時、適切な内容の操作研修を実施すること。 

  ⑧機器の保守 

   ・管理用端末及び調査端末には、適切な保証を付与すること。 

   ・賃貸借期間においてハードウェア、ソフトウェアに障害が発生した場合は、速や



かに復旧対応及び再発防止を実施すること。 

 

７ 納品物 

  受注者は以下の成果物を提出すること 

（１）操作マニュアル 

（２）システム設定資料 

（３）研修資料 

（４）完了報告書 

 

８ 支払条件 

  契約金額の支払いは契約書記載の金額に基づき月額払いとし、受注者から発注者へ支

払いを請求するものとする。発注者は受注者からの請求に基づき、請求書を受理した日

から起算して３０日以内に支払うものとする。 

 

９ 疑義 

  本仕様書に定めのない事項、又は疑義が生じた場合は、発注者及び受注者で協議のう

え取決めを行い、受注者において協議記録を作成する。なお、協議記録は発注者の承認

を得るものとする。 

 

１０ 特記事項 

（１）受注者が本業務の遂行に必要となる本システム以外の機器・設備等を使用する場

合は、発注者の許可を受けた上で使用するものとする。 

（２）本業務の実施により、発注者及び第三者に損害を与えた場合は、受注者が損害賠

償の責任を負うものとする。 

 

１１ 問い合わせ先 

 栄町健康介護課介護総務班 

 〒２７０－１５９２  千葉県印旛郡栄町安食台 1丁目 2番 

 電話：０４７６－３３－７７０９ ＦＡＸ：０４７６－８０－１３５８  

メール：kaigo293@town.sakae.chiba.jp 


